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武道授業 実践の概要紹介 東京都

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介
　
　
　

　
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
中
学
校
保
健
体
育
科
に
お
け
る

武
道
・
ダ
ン
ス
の
必
修
化
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

東
京
都
に
お
け
る

武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

東
京
都
教
育
委
員
会

1

視
聴
覚
教
材
の
作
成

　

生
徒
が
保
健
体
育
の
授
業
で
武
道
の

楽
し
さ
を
味
わ
い
、
主
体
的
に
武
道
に

取
り
組
む
態
度
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た

め
に
、
平
成
21
年
度
に
武
道
の
礼
法
や

基
本
動
作
、
対
人
的
な
技
能
な
ど
の
見

本
や
モ
デ
ル
を
示
し
た
、「
ス
ポ
ー
ツ

理
解
啓
発
視
聴
覚
教
材
」（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

を
制
作
し
た
。
こ
の
補
助
教
材
を
、
全

公
立
中
学
校
及
び
都
立
学
校
に
配
布

し
、
教
員
の
指
導
や
生
徒
視
聴
覚
学
習

の
一
助
と
し
た
。

教
員
が
誰
で
も
安
全
か
つ
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
基

礎
・
基
本
を
重
視
す
る
と
と
も
に
写
真

等
を
掲
載
し
て
わ
か
り
や
す
く
し
、
中

⑴
技
術
委
員
会
の
設
置

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
武
道
必
修
化
を

目
前
に
控
え
、
新
聞
報
道
等
で
柔
道
の

安
全
性
を
危
惧
す
る
声
が
強
く
な
っ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
柔
道
に
内
在
す
る
危

険
性
を
分
析
し
、
安
全
指
導
の
徹
底
を

図
る
実
技
講
習
会
を
実
施
す
る
た
め

に
、
公
立
学
校
の
校
長
、
副
校
長
、
教

員
及
び
指
導
主
事
行
政
関
係
者
等
、
教

科
指
導
に
お
け
る
柔
道
の
専
門
家
で
構

成
す
る
「
武
道
の
安
全
指
導
の
た
め
の

技
術
委
員
会
（
柔
道
）」（
以
下
、「
技

術
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
た
。

⑵
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

　

技
術
委
員
会
で
は
、
過
去
の
重
大
事

故
か
ら
柔
道
に
内
在
す
る
危
険
性
を
分

析
し
、
投
げ
技
や
固
め
技
の
特
徴
、
柔

道
の
授
業
を
安
全
に
行
う
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
、「
安
全
で
効
果
的
な

武
道
の
授
業
―
柔
道
―
」
と
し
て
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
公
立
中
学
校
・

学
生
・
高
校
生
の
発
達
段
階
に
即
し
、

現
実
的
な
学
習
指
導
計
画
を
内
容
と
し

た
。

2

武
道
の
指
導
事
例
集
の
作
成

　

武
道
、
ダ
ン
ス
の
必
修
化
に
向
け

て
、
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
系
統
的

な
指
導
を
実
現
し
、
教
員
の
資
質
、
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年
度

に
「
武
道
・
ダ
ン
ス
・
体
育
理
論
指
導

事
例
集
」
を
作
成
し
、
公
立
中
学
校
、

高
等
学
校
等
の
全
て
の
保
健
体
育
科
教

員
に
配
布
し
た
。

　

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
武
道
で
は
、

柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、
な
ぎ
な
た
を
取

り
上
げ
、
中
学
校
と
高
等
学
校
の
接
続

を
考
慮
し
た
。
そ
し
て
、
保
健
体
育
科

3

外
部
指
導
員
を
活
用
す
る
モ
デ
ル
事
業

　

武
道
の
指
導
は
、
他
の
運
動
種
目
に

比
べ
て
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
や
技

能
、
経
験
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
地
域

の
武
道
団
体
の
有
段
者
な
ど
、
外
部
の

武
道
専
門
家
の
力
を
活
用
す
る
こ
と

は
、
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
程
調
整
や
事
前
打
ち
合
わ
せ
等
、
地

域
の
武
道
団
体
や
外
部
指
導
員
と
の
連

携
の
仕
方
や
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
課

題
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
22
、
23
年
度
に
地

域
の
武
道
専
門
家
な
ど
の
外
部
指
導

員
を
活
用
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
、
連
携
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
、

実
践
校
に
お
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
モ

デ
ル
事
業
を
実
践
し
た
学
校
は
、
平
成

22
年
度
、
柔
道
7
校
、
平
成
23
年
度
、

柔
道
13
校
、
剣
道
4
校
、
相
撲
1
校
で

あ
っ
た
。
七
段
の
地
区
柔
道
会
副
会

長
や
四
段
の
講
道
館
女
子
指
導
員
、

錬
士
六
段
の
地
域
剣
道
ク
ラ
ブ
師
範
、

相
撲
部
屋
の
関
取
や
力
士
な
ど
、地
域
の
武

道
の
専
門
家
を
講
師
と
し
て
招
聘
し
、

外
部
指
導
員
の
専
門
性
を
活
か

し
た
授
業
実
践
及
び
研
究
を
行
っ
た
。

実
践
校
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
公
開

し
、
実
践
例
や
研
究
に
つ
い
て
は
、
報

告
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。
報
告
書

は
、
全
公
立
中
学
校
、
都
立
学
校
に
配

布
す
る
な
ど
し
て
、
外
部
指
導
員
の
活

用
に
つ
い
て
普
及
・
啓
発
を
図
っ
た
。

4

武
道
の
安
全
指
導
の
た
め
の

技
術
委
員
会

【スモールステップによる安全指導の展開例】
①受け身の要素を知る（たたく、ゆっくり回転する、体を緊張させる）。
②転がる感覚を身に付ける（2人 1組で転がる練習をする、だるまころがし
など）。
③ 2人 1組で受け身をとる（後方にゆっくり転がしながら受け身を行う）。
④崩しを使って投げる（2人 1組で八方向に崩して受け身をとる）。
⑤基本動作を使って投げる（2人 1組で前さばき、後ろさばき、前回りさば
きを使って受け身をとる）。
⑥基本の技を使って投げる。
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高
等
学
校
全
保
健
体
育
科
教
員
に
配
布

し
た
。

⑶
武
道
の
安
全
指
導
の
た
め
の
実
技
講

習
会

　

技
術
委
員
会
は
、
武
道
の
安
全
指

導
の
た
め
の
実
技
講
習
会
（
以
下
、

「
実
技
講
習
会
」
と
い
う
。）
を
計
画

し
、
平
成
24
年
5
月
か
ら
8
月
に
か
け

て
、
公
立
中
学
校
保
健
体
育
科
教
員
を

対
象
に
11
地
区
で
実
施
し
た
。
実
技
講

習
会
は
、

①
初
期
の
段
階
か
ら
2
人
1
組
で
受
け

身
の
練
習
を
す
る
。

②
受
け
身
か
ら
対
人
的
技
能
を
一
体
化

し
て
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
投
げ

技
ま
で
導
く
。

③
技
の
系
統
性
を
重
視
す
る
。

を
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
基
本
動

作
、
受
け
身
、
投
げ
技
を
関
連
付
け
た

内
容
と
し
た
。

5

指
導
力
向
上
の
た
め
の
実
技
講
習
会

　

平
成
24
年
11
月
に
は
、
武
道
の
指
導

経
験
が
浅
い
教
員
を
対
象
と
し
て
、
柔

道
、
剣
道
、
相
撲
に
つ
い
て
、
実
技
講

習
会
を
実
施
し
た
。
柔
道
で
は
、
東
京

学
芸
大
学
教
授
射
手
矢
岬
先
生
、
剣
道

で
は
、
流
通
経
済
大
学
准
教
授
柴
田 安全指導の講習会の様子

一
浩
先
生
、
相
撲
で
は
、
日
本
体
育

大
学
准
教
授
斉
藤
一
雄
先
生
を
講
師

と
し
て
招
聘
し
、
2
日
間
に
わ
た
り
、

授
業
で
の
実
践
例
に
基
づ
き
、
礼
法
な

ど
の
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
や
基
本
動

作
・
対
人
的
技
能
等
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

指
導
力
向
上
を
図
る
上
で
、
実
り
の
多

い
講
習
と
な
っ
た
。

　

技
術
委
員
会
で
は
、
都
内
公
立
中
学

校
の
柔
道
の
授
業
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
地
区
の
教
育
委
員
会
や
学
校
の

協
力
を
得
て
受
講
者
の
授
業
の
視
察
を

行
っ
た
。
視
察
を
行
っ
た
全
て
の
学
校

で
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
や
2
人
1
組

で
受
け
身
を
練
習
す
る
と
い
っ
た
、
東

京
都
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
指
導
事

例
集
や
講
習
会
の
内
容
を
活
か
し
、
無

理
な
く
安
全
に
楽
し
く
授
業
を
展
開
し

て
い
た
。

　

今
後
、
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
安

全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
活
か
し
た
施
策
を
展
開
し

て
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上
や
授
業
改

善
を
図
り
、
よ
り
一
層
武
道
必
修
化
の

目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
武
道
指
導

の
充
実
を
目
指
し
て
い
く
。

指導力向上のための講習会の様子

6

お
わ
り
に

安全な柔道指導と指導計画の在り方について

はじめに

専門外の指導者の不安 発想の転換

○授業のイメージがつかめない。 ○無理のない指導計画を作成する。

○安全面が心配である。 ○学習内容に安全を織り込む

○技を教えられない。 ○技にこだわらない。○生徒に考えさせる。

１ 柔道の学習指導の基本的な考え方

○武道（柔道）の良さを伝える。 「精力善用」「自他共栄」

○柔道の楽しさを体験させる。

○学習内容を精選して、無理のないゆとりある指導を心掛ける。

２ 安全な柔道指導のポイント

１時間目 ～Ｘ時間目

0分

50分

技能

知識

思考

判断

評価計画

単元計画
授業の全体像

を把握する。

到達目標を

明確にする。

指導と評価を

一体とする。

態度

技能に

偏らない。

無理のない指導計画を作成する

学習内容に安全を織り込む。 安全事項、約束事項を徹底する。

安全を評価に

織り込む。

自他の安全を意識させる、

考えさせる、工夫させる。

学習内容に安全

を位置づける。

整然とした緊張

感ある授業環

境をつくる。

○無理のない指導計画を作成する。

 ○何時間で何を学ばせるか（配当時間と学習内容）⇒到達目標を明確にする。

 ⇒初歩から１０時間以内の単元計画の技能の到達目標の目安

 ・対人で、礼法、受け身（後ろ受け身、横受け身）、基本動作ができる。

・投げ技を扱う場合、技数は１～３程度で約束練習までとする。

・抑え技を扱う場合、技数は１～３程度で自由練習や簡易な試合も可能である。

○技能中心に陥らない⇒学習内容（○技能、○態度、○知識、思考・判断）のバランスを考える。

 ○指導と評価を整える⇒単元計画と評価計画を一体化する。安全を評価に織り込む。

○学習内容に安全を織り込む。

始めから２人１組で練習させる。

受け身と技を一体として教える。

●相手を思いやる態度を育む。 

自他の安全に配慮させる。

●安全面の知識を多く与える。

。

 

・技にこだわらない。

○技は安全面に留意しておおまかに教え、生徒が工夫する余地を残す。

○技は系統別にまとめて扱う。

・生徒に考えさせる

仲間と共に技を身に付ける。

自他の安全を確保する態度を養う。

安全の知識を生かして工夫させる。 

○安全事項、約束事項を徹底する

○事前の安全点検

 ・指導計画の点検、活動場所の安全点検、安全指導の知識と体験、事故対応の備え 

○授業中の約束事項と安全事項の点検

・健康状況や既往症の点検、授業規律と約束事項の徹底、適切な準備運動（受け身など）

・人数の配置、安全なスペースの確保、体格、体力差、習熟度を考慮したグルーピング 

 ・事故やケガにつながる危険な状態への気付き（技別、状況別） 

 ・指導者の立ち位置、危険を察知したら、すぐに全体の動きを止めて指導する勇気 

○事後の安全点検

 ・健康観察と適切な整理運動 

 ・安全面の授業評価と次の授業へのフィードバック 

態度

技能
仲間と共に技を高める。

知識

思考

判断
知識を生かして安全と安心を工夫する。

技能
対人の技能を重視する。

態度 知識

思考

判断

仲間への思いやりを重視する。

安全面の知識を重視する。

仲間と協力して安全に気を配る。
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安全な柔道指導と指導計画の在り方について

はじめに

専門外の指導者の不安 発想の転換

○授業のイメージがつかめない。 ○無理のない指導計画を作成する。

○安全面が心配である。 ○学習内容に安全を織り込む

○技を教えられない。 ○技にこだわらない。○生徒に考えさせる。

１ 柔道の学習指導の基本的な考え方

○武道（柔道）の良さを伝える。 「精力善用」「自他共栄」

○柔道の楽しさを体験させる。

○学習内容を精選して、無理のないゆとりある指導を心掛ける。

２ 安全な柔道指導のポイント

１時間目 ～Ｘ時間目

0分

50分

技能

知識

思考

判断

評価計画

単元計画
授業の全体像

を把握する。

到達目標を

明確にする。

指導と評価を

一体とする。

態度

技能に

偏らない。

無理のない指導計画を作成する

学習内容に安全を織り込む。 安全事項、約束事項を徹底する。

安全を評価に

織り込む。

自他の安全を意識させる、

考えさせる、工夫させる。

学習内容に安全

を位置づける。

整然とした緊張

感ある授業環

境をつくる。

○無理のない指導計画を作成する。

 ○何時間で何を学ばせるか（配当時間と学習内容）⇒到達目標を明確にする。

 ⇒初歩から１０時間以内の単元計画の技能の到達目標の目安

 ・対人で、礼法、受け身（後ろ受け身、横受け身）、基本動作ができる。

・投げ技を扱う場合、技数は１～３程度で約束練習までとする。

・抑え技を扱う場合、技数は１～３程度で自由練習や簡易な試合も可能である。

○技能中心に陥らない⇒学習内容（○技能、○態度、○知識、思考・判断）のバランスを考える。

 ○指導と評価を整える⇒単元計画と評価計画を一体化する。安全を評価に織り込む。

○学習内容に安全を織り込む。

始めから２人１組で練習させる。

受け身と技を一体として教える。

●相手を思いやる態度を育む。 

自他の安全に配慮させる。

●安全面の知識を多く与える。

。

 

・技にこだわらない。

○技は安全面に留意しておおまかに教え、生徒が工夫する余地を残す。

○技は系統別にまとめて扱う。

・生徒に考えさせる

仲間と共に技を身に付ける。

自他の安全を確保する態度を養う。

安全の知識を生かして工夫させる。 

○安全事項、約束事項を徹底する

○事前の安全点検

 ・指導計画の点検、活動場所の安全点検、安全指導の知識と体験、事故対応の備え 

○授業中の約束事項と安全事項の点検

・健康状況や既往症の点検、授業規律と約束事項の徹底、適切な準備運動（受け身など）

・人数の配置、安全なスペースの確保、体格、体力差、習熟度を考慮したグルーピング 

 ・事故やケガにつながる危険な状態への気付き（技別、状況別） 

 ・指導者の立ち位置、危険を察知したら、すぐに全体の動きを止めて指導する勇気 

○事後の安全点検

 ・健康観察と適切な整理運動 

 ・安全面の授業評価と次の授業へのフィードバック 

態度

技能
仲間と共に技を高める。

知識

思考

判断
知識を生かして安全と安心を工夫する。

技能
対人の技能を重視する。

態度 知識

思考

判断

仲間への思いやりを重視する。

安全面の知識を重視する。

仲間と協力して安全に気を配る。

好
評
発
売
中


